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【正誤表】 

 
書  名： 環境科学の基礎 第 2版 

版  数： 第 2版 1刷 

 

ページ 箇所 誤 正 

14 下 8行目 
32～33℃は水蒸気によるもので，残りが二酸化

炭素によるものである。 

30℃弱は水蒸気によるもので，3℃が二酸化炭

素によるものと推定される。 

16 

6 行目 
分子の回転や振動が大きくなる。 分子の回転が速くなったり，振動の振幅が大き

くなったりする。 

下 14 行目 
ときは分子全体としてプラス・マイナスが生じ

ない。右側の振動では， 

場合，プラスの中心・マイナスの中心は変動し

ない。一方，右側の振動では， 

下 7行目 
プラス(水素原子)・マイナス（塩素原子）の変

位量が異なる 

プラス(水素原子)とマイナス（塩素原子）との

間の距離が振動する 

18 下 9～8行目 大気中に約 2％含有している水蒸気 大気中に約 0.5％含有している水蒸気 

24 6 行目 × 10−3m3（22.4L） × 10−3m3（22.4L，L：リットル） 

37 
表 2.7 
左列 
4 段目 

二酸化炭素の回収・貯蓄 二酸化炭素の回収・貯留 

47 表番号 表 3.2 おもなフロン・ハロンの性質と用途 表 3.3 おもなフロン・ハロンの性質と用途 

57 
表 4.1 
左列 

下 2段目 
（SPM＊＊＊＊＊） （SPM＊＊＊＊） 

62 12 行目 pH5弱になる。 pH5前後になる。 
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71 

図 4.17 
左図 

  

図 4.17 
右図 

  

73 
図 4.21 
図中文字 HO（炭化水素） HC（炭化水素） 

74 

3 行目 

混合物で，その平均分子量は約100，密度は

0.65～0.75 g cm3⁄ である。したがって，ガソリ

ンを代表する物質としてヘプタンC7H16（分子

量100，密度0.69 g cm3⁄ ）を考える。 

混合物である。そこで，ガソリンを代表する物

質としてイソオクタンC8H18（2,2,4-トリメチ

ルペンタン，分子量114，密度0.69 g cm3⁄ ）を

考える。 

8 行目 ヘプタン イソオクタン 

9 行目 15.2 15 
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75 図 4.22 

誤 

 

正 

 

78 10～11行目 

家計消費，産業の管理部門，第 3次産業（運

輸，通信，商業，金融，公務など）  

家庭消費（自家用自動車を除く），企業の管理

部門（事務所など），運輸，エネルギー転換事

業を除く第 3次産業（通信，商業，金融，公務

など） 

81 図 5.4 10000 × 103 ∙ 365 ∙ 60 ∙ 108 = 2.48 × 1019�J/年� 10000 × 103 ∙ 365 ∙ 68 ∙ 108 = 2.48 × 1019�J/年� 

90 13 行目 バガス（サトウギビの絞りかす） バガス（サトウキビの絞りかす） 

93 

図 5.19 
 「ナトリウ
ム硫黄電
池」― 
「夜間」 
最下行 

(追加) x＝3～5 
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106 11 行目 1.3 億km2 1.5 億km2 

107 
表 6.5 

 右列― 

2 段目 

（10）二酸化炭素を吸収 （10）二酸化炭素の吸収と酸素の放出 

119 
表 7.4 

右 2列目― 

下 2段目 

ph 値 pH 値 

123 図 7.6 

最下枠中 
環境ホルモン 天然ホルモン 

125 

図 7.7 

図内文字 
ニコチン(7.1x10−3) ニコチン(7.1 × 10−3) 

図 7.8 

図中文字 
クロルピリホス（処理家屋） クロルピリホス（殺虫剤） 


